
株式会社ispace

会社説明

Expand our planet. Expand our future.
ispaceは「⼈類の⽣活圏を宇宙に広げ、持続性のある世界を⽬指す」宇宙スタートアップ企業。
超⼩型宇宙ロボティクスを軸に、⽉⾯の⽔資源開発を先導し、宇宙で経済が回る世界の実現を⽬指します。
⽔は⽔素と酸素に分解することで燃料になるため、⽉⾯における⽔資源のマッピングは、宇宙開発を加速度的に進めると考
えます。
建設、エネルギー、鉄鋼、通信、運輸、農業、医療、そして⽉旅⾏…2040年に、1000⼈が住み、年間10000⼈が⽉を訪れ
る。
ispaceは宇宙に構築したインフラを活⽤することで、地球に住む⼈間の⽣活を⽀えていきます。

PROJECT
ispaceは⺠間企業に⽉での新規ビジネスチャンスを提供し、⽉を地球の経済・⽣活圏に取り込むことを⽬指している。
Google Lunar XPRIZEのファイナリスト５チームに⼊ったHAKUTOを運営したispace は、史上初の⺠間企業による⽉⾯探
査プログラム「HAKUTO-R」に取り組む。

HAKUTO

ispaceは、⽇本で唯⼀Google Lunar XPRIZEに参加したチームHAKUTOを運営していました。
ベンチャー、⼤学、そしてプロボノと、様々なバックグラウンドをもった⼈材が集まり、それぞれの特技を⽣かし合って
⽉⾯探査ロボット（ローバー）を開発し、Google Lunar XPRIZEに挑戦し、世界初の⺠間⽉⾯探査を⽬指しました。

M1

Mission1は、⽇本初、⺠間主導のランダーでの⽉⾯着陸を⽬指します。

M2

Mission1に続くMission2では、⽉⾯着陸と搭載したローバーでの⽉⾯探査を⽬指します。
⽬的は、Mission1同様に、⽉の情報と地球-⽉輸送サービス構築に向けた技術検証です。

M3

Mission3以降の⽬的は、⽔資源探査を中⼼とした、⽉の情報と地球-⽉輸送サービスプラットフォームの構築です。
⾼頻度でランダーの⽉⾯着陸とローバーでの⽉⾯探査を実現し、お客様の荷物を⽉へ輸送、
そして要望に応じて⽉⾯のデータを取得する等のミッションを⾏います。

TECHNOLOGY
ispaceでは、低コストで定期的な輸送プラットフォームを構築するために、⼩型・軽量で機動⼒の⾼いランダーとローバー
を開発しています。
⽇本の⾼精度な加⼯技術の活⽤による⼤胆な軽量化、⺠⽣品の活⽤による⼩型・軽量化、コスト削減、開発リードタイム短
縮、アジャイル開発の導⼊による開発スピード向上、品質向上を実現します。
それにより、お客様にとって負担を軽減し、より⾃由度の⾼い輸送サービスを提供できます。

ローバー

⼩型ながらも機能性を追求した超⼩型惑星探査ローバー。
世界最⼩・最軽量のモビリティプラットフォームながらも、インターフェース標準化や群ロボット化により、探査の機能拡
張性を有し、お客様の要望に柔軟に対応。
「Google Lunar XPRIZE」のために開発された、360°の視野を持つ⾼画質カメラを付属した4輪のフライトモデルローバー
のSORATOをもとに、⽉⾯探査が可能になります。
将来に向けて、最新のロボット⼯学や⼈⼯知能を利⽤し、複数のローバーで資源の探査と採掘を⽬指します。

会社概要

本社所在地
⽇本  

事業内容
宇宙資源を活⽤し、地球と⽉をひとつのエコシステムとする持続的な世界の構築に向けた、 宇宙コンテンツによる企業
マーケティング⽀援 ・⽉⾯データの調査⽀援および販売 ・⽉周回および⽉⾯への⾼頻度輸送サービス ・⽉周回および⽉
⾯へのペイロード開発⽀援 ・宇宙資源開発に向けたR&D  
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代表取締役
袴⽥ 武史  

設⽴年
2010年9⽉  

資本⾦
63億9,533万7,835円（資本準備⾦等含む） 

URL
http://ispace-inc.com/  

オフィス情報

メインオフィス
〒1030007
東京都 中央区 ⽇本橋浜町3丁⽬42-3
住友不動産浜町ビル3F
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